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	応用
	抗原情報
	背景
	AURKB（オーロラキナーゼB、AIK2、またはオーロラB）は、344アミノ酸（約39kDa）のタンパク質で、動原体付近の微小管、特にKファイバーと呼ばれる特殊な微小管に局在します。AURKBは有糸分裂タンパク質キナーゼであり、ヒストンH3をリン酸化して、有糸分裂および減数分裂中の染色体分離を制御します。また、中心体分離、染色体分離、細胞質分裂など、有糸分裂のいくつかの段階を制御している可能性があります。染色体パッセンジャー複合体（CPC）の構成要素であり、CPC複合体は有糸分裂の重要な調節因子として機能します。CPC複合体は、セントロメアにおいて染色体の正しい配列と分離を確保するために重要な機能を持ち、クロマチン誘導性の微小管安定化と紡錘体の組み立てに必要です。 ARK-2転写産物はヒト胸腺および胎児肝臓に高レベルで存在し、ARK-2タンパク質レベルはS期およびG2/M期の両方で最大となる。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	F9（1）、COS7（2）、およびC2C12（3）細胞溶解物に対するAURKBマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	AURKB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。
	

	AURKB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	AURKB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト乳がん組織の免疫組織化学分析。
	

	AURKB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ラット胸腺組織の免疫組織化学分析。
	

	AURKB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ウサギ胸腺組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による AURKB マウス mAb を使用した、パラフィン包埋マウス脾臓組織の免疫組織化学分析。

